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都市再生整備計画　事後評価シート

豊後高田“昭和の町”地区

平成23年3月

大分県豊後高田市



様式２－１　評価結果のまとめ
都道府県名 面積 83.5ha
交付期間 0.441

基幹事業
提案事業

基幹事業
提案事業

基幹事業

提案事業

当　初
変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

あり

なし ●

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

●

今後も引き続き協議会等を開催しながらまちづくりを推進する。都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

大分県 市町村名 豊後高田市 地区名
1,446百万円

豊後高田“昭和の町”地区
平成18年度　～　平成22年度 国費率

事業名の変更等であり、期待される効果はあまり変わらないため、数値目標等は
据え置く

・地域住民や観光客の通行時の安全を確保する必要が生じたため追加
・公園および周辺の駐車場整備と一体的に整備する必要が生じたため追加
・観光客の利用の増加に対応するため追加
・急増した観光客への対応として、自家用車・大型バスの駐車場整備を追加
・公園事業の一部を高質空間形成施設として追加
・増大する観光客の円滑な誘導施設が必要となったため追加

・高次都市施設の一部を提案事業として追加
・周遊観光や新たなイベント等の支援などを目的に追加
・平成23年に予定する「昭和の町」生誕10周年記念行事の検討を行うため追加

道路（桂橋）、高質空間形成施設（桂橋（道路改築と併せた美装化））、既存建造物活用事業（豊後高田“昭和ロマン蔵”の北蔵）

平成22年度事後評価実施時期

新たに追加し
た事業

事業名

交付対象事業費

地域創造支援事業（店舗修景事業、空き店舗・空家活用事業、拠点施設活用事業）、事業活用調査（中央公園等の活用方策検討調査、まちの魅力度調査（事後調査））、まちづくり活動推進事業（地元まちづくり活動支援）

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

まちづくり会社については、引き続き、市、商工会議所と一体となって、商業と観光
の一体的推進により、各個店や、地域の魅力を高めていく。
中心市街地活性化については、今後も引き続き協議会を開催する。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

指標1～3については、交付期間途中に供用した事業の効果を把握することができ
た。モニタリング同様に各年で整理している豊後高田市各課資料等により確認す
る。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

玉津まちづくり懇話会 今後も引き続き懇話会を開催しながらまちづくりを推進する。

目標
達成度

フォローアップ
予定時期

従前値 目標値

1年以内の
達成見込み

フォローアップ
予定時期

H15

“昭和の町”の商店街の魅力の向上や観光拠点
の整備等を進めたことにより来訪者が増加した。

コミュニティ活動の場の整備等により、計画区域
の人口の減少に歯止めをかけることができたが、
少子高齢化による影響が大きく、目標は達成しな
かった。

H23年4月

H24年3月末

地区内の一人当たりの消
費金額

H18

H23年4月

効果発現要因
（総合所見）

空き店舗解消率

従前値

H23年5月H17

モニタリング 豊後高田市各課資料等によるモニタリング

H18

4,693

今後の対応方針等

平成23年4月

観光拠点の充実や店舗の修景により、来訪者数
や来訪者の滞在時間が増加したこと、店舗が新
たにできたことで一人当たりの消費金額が増加し
た。

円 3,233

実施状況

観光の目玉が新たにできたことや、回遊を促す情
報の提供等により滞在時間が増加した。

平成23年4月87.8

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

・空き店舗の活用や昭和の町生誕10周年記念行事実行委員会活動などにより、“昭和の町”の商店街の一体化が図られ、平成19年度より「昭和のまちなみラリー」や「玉津祭り」といったイベントを商店街が自主的に開始し、来訪者の増加につながっている。
・昭和ロマン蔵の北蔵がオープンし、市民の発表や研修の場が新たにできたことで、市民が積極的に利用しており、市民のコミュニティ活動が活発化した。
・中央公園の活用方策の検討や、中心市街地活性化協議会の開催などの地元まちづくり活動の支援を通して、住民のまちづくりに参加する機会が増加。それらをきっかけに活動に自ら積極的に参加する住民が増え、市民団体や老人クラブが、公園の清掃活動に参加するようになった。

分 95.5

持続的なまちづくり
体制の構築

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

まちづくり会社の設立
中心市街地活性化協議会

都市再生整備計画に記載し、実施できた

平成18年度　～　平成22年度

地元まちづくり活動支援事業

都市再生整備計画に記載し、実施できた

指標1

指標２

数　　値

数　　値

実施内容

目標値

○4.5

その他の
数値指標2

目標
達成度※１

H22

 ５）実施過程の評価

人口の定着指標３ 人/年

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

まちの魅力度 －

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

その他の
数値指標3

来訪者の滞留時間

％

指　標

来訪者数 人

指標４

H22

249,392 H16 336,600 H22

2

空き店舗・空家の活用や昭和の町での雇用者の
増加、ボンネットバスの活用などによりまちの魅
力が向上した。

4 -

22

3

3,079 H17 3,079 H22

空き店舗の活用や、“昭和の町”として修景された
店舗での営業という付加価値等により新規出店
を行う事業者が出てきた。

○

○

367,979

49

2,958

380,726

△

51

2,956

 １）事業の実施状況

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画から
削除した事業 まちの魅力度調査の結果をふまえた検討を行うため、計画期間外に事業を実施 他の要因により指標等が変動する可能性もあるため、数値目標等は据え置く

道路（市道横町宮町線外）
道路（市道金谷町新地線）
公園（中央公園）
地域生活基盤施設（昭和の町バス駐車場・中央商店街駐車場）
高質空間形成施設（中央公園遊具等）
高次都市施設（昭和の町案内所）

地域創造支援事業（昭和の茶の間・商店街再現事業）
地域創造支援事業（昭和のボンネットバス活用支援）
まちづくり活動推進事業（昭和の町生誕10周年記念行事実行委員会活動支援）

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

市道金谷町新地線・公園：指標1の数値目標を中心市街地活性化基本計画にあわ
せて上方修正

その他は事業費の軽微な変更等であり、期待される効果はあまりかわらないため、
数値目標等は据え置く

なし

事業活用調査（街なみ修景のあり方検討調査）

交付期間
の変更 平成　年度　～　平成　年度

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

その他の
数値指標1

806
雇用の創出や生活の利便性、快適性の向上等に
より、他地区からの転入者が増加した。

平成23年4月地区内の転入者数 715
H13～
H17

人



様式２－２　地区の概要

単位：人 249,392 H16 336,600 H22 367,979 H22

単位：％ 2 H15 22 H22 49 H22

単位：人/年 3,079 H17 3,079 H22 2,958 H22

単位：- 3 H17 4 H22 4.5 H22

豊後高田市“昭和の町”地区　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

１）昭和30年代を感じる商店街づくりと既存の施設や環境を生かしたにぎわいづくり
　○昭和30年代を感じさせる商店街づくりを行うことで地区の一体的な魅力をさらに向上させるほか、周辺地区との連携や新しく整備された施設の活用方法を検討し、一層の観光地としての魅力向上を図る。
２）既存施設・商店街の再点検・強化と市民が中心となったまちづくり
　○昭和の町のにぎわいを継続的なものとするため、観光拠点や商店街店舗の魅力の再点検や、市民が中心となった活動を継続的に実施できるような組織や活動のあり方の検討を進める。
３）都市施設の活用・見直しと高齢化に対応した安全・安心なまちづくり
　○リニューアルされた中央公園等の都市施設をコミュニティ活動の場として活用しつつ形成されたコミュニティの強化を行うほか、高齢者が地区内を安全かつ安心して公共サービスや日常の買い物などの民間サービスを受けることができ
るまちづくりを進め、定住促進を図る。

まちの課題の変化

○観光イメージとして定着しつつある“昭和の町”の一体感が高まったことで、ブランド力が向上し、商店街で新規イベントが開催されるなど新たな魅力も生まれつつある。今後は、観光拠点としての魅力を高めるため、新しくできた魅力を活
用した賑わいづくりや、周辺地区との連携を進める必要がある。
○商店街としての魅力が高まったことで商店街を回遊する観光客が増えた。また、それにより自主的に新規出店を行う事業者が出てきているほか、商店街が主体となった新たなイベントが開催されるなど、にぎわい創出に向けた自助努力が
生まれてきている。今後は、観光客と市民の双方のニーズに対応した商店街づくりを進める必要がある。
○コミュニティ活動の場の創出や活動への参加機会の増加により、地区の地域コミュニティが形成されたほか、雇用の創出や道路整備等による生活の利便性・快適性が向上し、まちの居住面での魅力が高まった。今後は、高齢者も考慮に
入れた便利な商店街づくりを進め、定住促進を図る必要がある。

目標値 評価値

大目標：『豊後高田"昭和の町”』として、地域文化の再生と創造により持続可能な交流が生まれる魅力溢れるまちづくり・賑わいづくり
目標１：観光拠点施設の整備､特色ある商業の活性化､魅力ある街並み景観の形成等により､"昭和の町"全体として観光客の増大を
　　　　　目指します。
目標２：観光客の増大と相まって､各店舗自体の魅力付け､定住促進等により､商店街が一体となって商業の活性化を目指します。
目標３：観光振興及び商業の活性化と相まって､各種都市機能の充実による生活利便性の向上､安全で快適なコミュニティの形成等に
　　　　　より､地区の定住促進を目指します。

まちの魅力度

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

空き店舗解消率

来訪者数

人口の定着

道路の舗装の打ち替えや用水路・側溝の改修

ボンネットバスの周遊ルート

光ファイバーを使ったケーブル

テレビ網の整備（全世帯）や住

民のまちづくり活動への支援、

雇用創出、人材育成

新たな魅力ツールの導入
昭和の町の周遊や広域観光に活用

■豊後高田市をまわるボンネットバス

桂橋の架替え
高田、玉津両地区活性化のかけ橋へ歩道を広げ昭和の雰囲気に

■桂橋の整備後のイメージ

■桂橋の整備前

施設内

銀行の跡地を高齢者交流施設などに改修
■高齢者交流施設の整備前 ■高齢者交流施設の整備後

空き店舗の活用や、店の外観を昔ながらの趣き

のある様子に改修（商店街内）

■外観の整備前 ■外観の整備後

観光の窓口となる昭和の町案内所を新たに設置

■案内所の新設

バスや自家用車用の駐車場を拡大整備
■駐車場の整備前 ■駐車場の整備後

昭和ロマン蔵北蔵改修
昭和ロマン蔵“北蔵”における住民が利用できる交流ス

ペースやギャラリーホール、昭和の茶の間体験スペース、

昭和の商店街再現スペースを設置

■北蔵の整備前

■北蔵の整備後

■昭和の茶の間

体験スペース

■商店街を再現 ■民家と空地を再現

■交流スペース

（夢町小学校）

目と耳と体

で感じる

昭和の暮らし

中央公園の改修 市民にも観光者にも愛される憩の場へ

■中央公園の整備後のイメージ

■中央公園の整備前

イベント

広場
こども

スポーツ広場

遊戯

広場

テニス場

■中央公園の計画内

③3,000人規模のイ

ベントができる広

場、屋外ステージ

遊んでみたい公園へ
①広大な芝生広場

②近隣にない巨大コンビ

ネーション遊具

⇒高次都市施設 豊後高田“昭和ロマン蔵”の北蔵

⇒昭和の茶の間・商店街再現事業 豊後高田“昭和ロマン蔵”の北蔵

⇒公園 中央公園 ⇒高質空間形成施設 中央公園遊具等

⇒事業活用調査 中央公園等の活用方策検討調査

⇒高次都市施設 昭和の町案内所

⇒道路 道路改修 市道横町宮町線外／市道金谷町新地線

⇒地域生活基盤施設 昭和の町バス駐車場・中央商店街駐車場

⇒地域創造支援事業 拠点施設活用事業

⇒地域創造支援事業 昭和のボンネットバス

活用支援

⇒まちづくり活動支援事業 地元まちづくり活動支援

⇒関連事業 CATV導入事業

⇒関連事業 地域雇用創造推進事業

⇒道路 道路改修 桂橋

⇒高質空間形成施設 桂橋（道路改築と併せた美装化）

⇒地域創造支援事業 店舗修景事業

⇒地域創造支援事業 空き店舗・空家活用事業




